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◆増加する城や城下町の発掘

　全国に「城」とよばれるものは4万ヶ所以上あり

ますが、近世城郭とよばれる城は、300 ヶ所ほど

にすぎません。

　信濃国には、この近世城郭にあたる城は11城

あります（下図参照）。それぞれの主となった大名

は、拠点となる城を中心に城下町を形成し、その

維持・発展につとめました。

　近年、市町村教育委員会による城跡や城下町遺

跡の発掘事例が相次ぎ、文献に記されていない城

郭・城下町の姿が徐々に明らかになってきていま

す。

　当館では、城をもつ県内の市町村教育委員会と

共同研究を行ってきました。そのまとめとして、

今回の企画展を行うことにしました。

◆これが城郭・城下町の発掘だ!
〜松本城跡・松本城下町跡〜

　国宝松本城を中心とする松本城下町では、松本

市教育委員会により、城跡や城下町跡での発掘が

100件以上行われています。

　松本城の表玄関にあたる大手門枡形跡の調査

では、たくさんの瓦がみつかりました。これらの

瓦は、明治4年頃大手門が壊された際に捨てられ

たものと考えられ

ています。瓦には

松本藩主であった

水野氏の沢
おも

潟
だか

紋や

戸田氏の六星紋が

みられます。

　 こ の こ と か ら、

瓦の修理は、いくつかの城主の時代にわたって行

われ、同じ屋根に違う家紋の瓦が並んでいた可能

性もあります。

　武家屋敷が立ち

並んでいた三の丸

跡の調査では、碁

石や将棋の駒、植

木鉢や餌
え

猪
じょ

口
く

など

がみつかっていま

す。戦がなくなっ

た平和な時代に鳥を飼い、碁や将棋に熱中し、盆

栽などを趣味としていた武士の暮らしぶりがう

かがえます。

　商人などが住む町屋の調査からは、荷札や分銅

などの商売道具のほか、その店の商売がわかるよ

うな出土品もあります。本町の調査では、約5千

点もの未使用の砥石が穴の中からみつかりまし

た。ここは砥石問屋でした。

江戸時代、松本城下町は何度も火災に遭ってい

ます。これらの砥石も火を受けていました。火事

会期：平成28年12月17日（土）～平成29年2月26日（日）
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に遭い、売り物にならなくなった砥石をまとめて

捨てたようです。

◆刀装職人の工房
〜松代城下町跡〜

長野市松代城下町でも、道路整備や病院改築な

どに伴う発掘調査が行われています。松代は、北

国脇街道が通り、その街道沿いに商人たちが住ん

でいました。その一角から短刀や数多くの切
せっ

羽
ぱ

・

柄
つか

縁
ぶち

といった刀装具、研ぎ跡の痕
あと

の残る砥石など

が出土しました。ここには刀装職人の工房があっ

たようです。

松代は、信濃国最大10万石の城下町で、信濃

で最も多く武士が住んでいた町です。武家の町に

ふさわしい出土品といえます。

◆城下町にさかえる「茶文化」
〜飯田城下町遺跡〜

飯田城下町は、信濃と三河（現在の愛知県東部）

を結ぶ伊那街道（三州街道）が通り、さらに駿河

（静岡県）に通じる遠州街道もつながるなど交通

の要地で、物資輸送の中継地として、商業が大変

盛んな町でした。そのことが出土品からもみてと

れます。現在も商店街となっている本町・通り町

周辺からは、数多くの茶道具が出土し、茶室と思

われる遺構もみつかっています。

茶文化は、信長が名物茶道具を集めるなど、戦

国時代から江戸時代にかけて、武家階級を中心に

広がりました。飯田では、武家に加え、富を得た

豪商達も、茶道具を集め茶室を建てるなど、高い

文化をもっていた様子がうかがえます。

茶器の中には、高級茶器である美濃地方（現在

の岐阜県）で焼かれた志
し

野
の

焼・織
おり

部
べ

焼もみられま

す。ただ出土品はほとんどが割れた破片です。そ

こで、今回は岐阜県土岐市出土の重要文化財を含

む志野・織部10点を特別展示することとしまし

た。

信濃の城下町では、素晴らしい茶器が使われて

いたのです。

◆城下町ごとのテーマを楽しんで

城内に温泉があった諏訪高島城、幕末につくら

れた洋式五稜郭の佐久龍岡城など、個性あふれる

信濃国の城と城下町。今回の展示では、それぞれ

の城・城下町ごとにテーマを決め、そこにスポッ

トを当てた展示にしています。それぞれの姿を、

出土品から感じてみてください。

飯田城下町遺跡出土　茶器

松本城下町跡・本町出土
火災に遭い捨てられたたくさんの砥石

黒織部茶碗　左 : 土岐市元屋敷窯跡出土（重要文化財）
　　　　　　右 : 飯田城下町遺跡出土

松代城下町跡出土　切羽（左）と柄縁（右）



3　長野県立歴史館たより　冬号　vol.89

右の図は、当館所蔵の『信陽松城絵図』（松代城

下町絵図）です。寛政4年（1792）に写されたとの

記載があります。

松代城は、左上（北西）に流れる千曲川を天然の

堀としたため川の近くに位置し、城の位置に当時

藩主であった真田氏の家紋六連銭が描かれてい

ます。その南東に広がる城下町は、武家地を桃色、

町人地を緑色、寺院を赤色と鮮やかに塗り分けて

おり、武家地については、その居住者の名前が記

されています。

下図は、武家地の一部を拡大したものです。武

家の名前の書き方をみてください。いろいろな方

向で書かれています。なぜでしょう?

これは、その家の門の位置を表しています。文

字の頭が向いている所に門があったということ

です。これは寺院の名前にも同じことがいえま

す。いろいろな情報を地図に入れ込もうとした当

時の人びとの工夫の一つです。

こういった絵図は、各地の城下町にみられま

す。何の目的でつくられたのでしょう。

それは、武家屋敷の管理であったと考えられま

す。屋敷は個人所有ではなく藩から与えられたも

のです。武家屋敷を監督する藩の役人は、どこに

誰が住んでいるのかを掌握する必要があり、その

ために地図が必要でした。この絵図も、小さな紙

が貼られ、新しい家主が書かれていることから、

そういった目的で使われていたと考えられてい

ます。

松代は、元和8年（1622）真田信之が入封後、明

治維新まで国替え（転封）はありませんでしたが、

大名の転封があった城下町などでは、前の藩主か

らの引継絵図や新しい藩主が城下町に家臣団を

配置するための地図などが残されています。

近世城下町として約250年間繁栄した松代は、

明治以後急激な開発がなく、昔の町割りがよく

残っています。古地図をみながら、現代の町をみ

て歩いてみると……面白そうですね。

『信陽松城絵図』（松代城下町絵図）
（106×77㎝　軸装　江戸時代中期　当館蔵）

文献史料をよむ
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　平成27年8月、当館において戦後70年企画「長

野県民の1945」の展覧会を実施したところ、反響

が大きく、アジア太平洋戦争に関する資料寄贈の

申し出が相次いでいます。今回紹介する高橋航空

機製作所に関する資料もその一つです。寄贈され

た資料の中には、『会社設立認可申請書』『決算報

告書』『営業報告書』等43点の資料があり、家具・

建具を作る組合が軍需工場へ転換していく過程

を知ることができます。

　長野市木工家具建具工業小組合は、商工省の

助成により設立され、昭和12年（1937）に名古屋

陸軍造兵廠、15年に豊川海軍工廠の指定工場と

なり兵器の木部を生産をするようになりました。

ところが太平洋戦争が勃発すると、グライダー

などの木製兵器を製作していた海軍管理工場の

茅ヶ崎製作所の協力工場となり、木製航空機の翼

や木製落下増
ぞう

槽
そう

の製作に力を入れることになり

ました。戦況が悪化した19年8月19日に、生産増

強のため組合から会社組織に変更となり、理事長

の名前をとって株式会社高橋航空機製作所が設

立されました。その後、軍需省指定監督工場の指

令を受け、工場防
ぼう

諜
ちょう

強化並びに工場を秘匿するた

め通称号使用の通牒があり、工場は｢皇国第2508

工場｣と呼ばれました。場所は長野市中御所、現

在のＪＲ信越本線のすぐ南、国道19号の両側に、

敷地面積約3,000㎡の中に工場が7棟あったようで

す。一年間の生産目標は、木製航空機の翼600機

分と落下増槽2,400機分で計画されました。

　資料の中に、『敵前航空機生産倍加実施期間（自

昭和十九年九月一日　至同年十月末日）』という

生産量を増加、品質を向上させる運動の実施計画

があります。工員や動員された多くの長野第二高

等女学校報国隊第4学年生を含む学生を、地域別

と班別に分け、出勤率をもとに競わせ、賞金を支

給するという内容です。また、工場敷地の風景、

工場の設立式、木製増槽などの写真が16枚あり

ます。

　先の大戦を体験されている人たちが年々減り

つつある今、平和を守り、戦争の惨禍を二度と繰

り返さないためには、いかに後世に戦争を伝えて

いくかが大きな課題となっています。このような

『戦争資料』の掘り起こしや保存は、今後重要な課

題となってきます。

高橋航空機製作所関係資料戦争資料

  製造された木製増槽（海軍艦上偵察機『彩雲』用）
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 はじめに

　当館所蔵の古墳時代馬具の中には、平成7年

（1995）に個人からご寄贈いただいた伝長野市松

代町竹
たけ

原
はら

笹
ささ

塚
づか

古墳（以下：竹原笹塚古墳）出土の轡
くつわ

他と、上信越自動車道建設に伴い平成2年（1990）

に長野県埋蔵文化財センターによって発掘調査

された長野市若穂川田の大
おお

星
ぼし

山
やま

古墳群第2号古墳

（以下：大星山2号墳）出土の飾金具があります。

この2例の馬具について近年の古墳時代馬具研究

をもとに考えてみます。

出土古墳の形状と馬具について

　大星山2号墳は、現況では尾根筋方向一辺約

17mの方墳と考えられ、5世紀第2四半期の築造と

考えられています。埋葬主体は石棺状に板石が残

り、内のり主軸長215㎝、幅60 〜 80㎝、高さ25

〜 35㎝を測り、最古の合掌形石室構造であった

と位置づけられました。馬具は石室内から飾金具

が3点出土しています。それぞれ金銅張りで直径

2.2㎝前後、高さ1.3㎝前後の半球形で、中央に小

孔があり、10本の稜
りょう

と溝
みぞ

からなります。飾金具

の厚さは0.5 〜 1.0㎜前後で重さは1.83g 〜 4.00g

です（図1、文献1）。

　竹原笹塚古墳は、径26m、高さ3.6mの円形積石

塚古墳です。埋葬主体は石室全長6.8m、玄
げん

室
しつ

長

5.4m、幅1.8 〜 2.0m、羨
せん

道
どう

長1.4m、幅1.2mの横

穴式石室構造の合
がっ

掌
しょう

形石室です（文献2）。馬具は

伝竹原笹塚古墳出土とされていますが、石室内か

らの出土馬具と考えられています。馬具には立
たち

聞
ぎき

部に長く連なる兵
ひょう

庫
ご

鎖
くさり

が装着されていた可能性

が考えられる鉄
てつ

地
じ

金
こん

銅
どう

張
ばり

の楕
だ

円
えん

形
けい

十
じゅう

字
じ

文
もん

鏡
かがみ

板
いた

付
つき

轡
くつわ

、鉢
はち

部に円文を打ち出した無
む

脚
きゃく

雲
う

珠
ず

、｢花
はな

形
がた

座
ざ

｣を有する八脚の鉢状雲珠があります（図2、文

献3）。

所蔵2例の馬具研究から導き
出されたシナノ古墳時代の画期

　大星山2号墳出土の飾金具3点について、20年

前の報告書では｢この種の金銅あるいは銀製品

は、玉・馬具・飾金具などに見られるが、本例は

他に装身具・馬具類を伴わない。ふたつは近接し

て出土したが、合わせて玉としたという状況もな

く、端部にも接合されていた痕跡も認められな

い。また、小孔に挿入されたと思われる部分もな

い｣と報告されています（文献1）。

　しかし、近年の研究成果では、大星山2号墳石

室内から出土した鉄
てつ

鏃
ぞく

が中
ちゅう

国
ごく

吉
きつ

林
りん

省
しょう

集
しゅう

安
あん

の太
たい

王
おう

陵
りょう

出土鉄鏃と類似しているとする風間栄一氏（文

献4）や、舶
はく

載
さい

品
ひん

の公算が大きいとする平林大樹

氏（文献5）の指摘とともに、諫早直人氏（文献6）

は大星山2号墳石室内から鉄鏃とともに出土した

飾金具が高句麗の王陵から出土した飾金具と類

似すると指摘しています。

　最古の合掌形石室内から高句麗由来と考えら

れる鉄鏃や馬具

飾金具が出土し

ていることから、

合掌形石室構築

が渡来文化によ

る も の な の か、

その由来を考え

る上で研究の画

期となる可能性

があります。

　竹原笹塚古墳

については、昭

和57年（1982）に

刊行された『長野

県史』では、馬具

を含めた副葬品

シナノ古墳文化の画期を示す当館所蔵馬具２例研究の窓

図１　大星山２号墳出土飾金具

図２　竹原笹塚古墳出土馬具
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の詳細については不明としながらも、当時の合掌

形石室構造研究から6世紀末葉から7世紀前半と位

置づけています（文献2）。

　しかし、『長野県史』刊行から34年が経過した

現在、馬具研究を進めている宮代栄一氏（文献3）

の所見では、竹原笹塚古墳の馬具の年代につい

て、鉢部に円文を打ち出した無脚雲珠の存在から

須恵器MT15 〜 MT85型式期の年代を与えること

が妥当としています。この馬具の年代が竹原笹塚

古墳築造の年代を示すものであると考えると、6

世紀前半の年代となります。

　長野市教育委員会は長野市松代町の史跡大室

古墳群の保存・整備の一環で調査を継続してき

ました。竪穴系横口式の合掌形石室を埋葬主体

とする大室古墳群第241号古墳（以下：大室241号

墳）の合掌形石室が平成22年（2010）に調査され、

調査担当者の風間氏（文献7）は出土遺物の所見か

ら、大室241号墳の築造を6世紀前半とし、現時

点で大室241号墳の合掌形石室は大室古墳群で最

も新しいと位置づけました。

　宮代氏の竹原笹塚古墳、風間氏の大室241号墳

の所見を踏まえれば、大室古墳群での竪穴系横口

式の合掌形石室をもつ積石塚古墳の築造が終わ

ると、バトンタッチをするように皆神山周辺へ横

穴式石室構造の合掌形石室をもつ積石塚古墳が

築造されるようになり、この移行時期が6世紀前

半と位置づけられました。

　善光寺平のみならず東日本においてもいち早

く構築された横穴式石室に合掌形石室構造が継

承された事実が確認されたことから、大室古墳群

での初期積石塚古墳の埋葬者や皆神山周辺の積

石塚古墳の初期埋葬者を考える上で画期となる

研究成果となりました。

 （西山克己）

図1 『大星山古墳群』 1996年より
図2 『信濃大室積石塚古墳群の研究』Ⅳ 2015年より
図3 『1:50,000 長野』国土地理院 1998年より一部転載
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　秋季企画展「木曽の宝」関連イベントとして11
月3日に行われた「森将軍塚まつり」のステージ
で、大桑小学校と須原ばねそ保存会のみなさんに
よる「須原ばねそ」「木曽踊り」、開田小学校のみな
さんによる「開田嫁入り唄」、開田高原民謡保存会
のみなさんによる「開田高原姫獅子舞」の発表があ
りました。当日集まった大勢の方々に木曽の伝統
芸能のすばらしさに触れていただくことができま
した。

表紙の写真（すべて松本市教育委員会提供）
　松本城大手門枡形跡調査風景
　出土資料(上から)
　水野氏家紋（沢潟紋）入軒丸瓦（枡形跡出土）
　織部四方鉢（松本城三の丸跡出土）
　古久谷茶碗（松本城三の丸跡出土）

　今年度は、信州産黒曜石・イノシシ顔装飾付縄
文土器・栗林式土器との関連で「安中市ふるさと
学習館」、製糸王片倉家や富岡日記を残した和田
英との関連で「旧官営富岡製糸場」を見学しまし
た。また「群馬県立歴史博物館」では「金井東裏遺
跡」関連資料を見学し、あわせて上野三碑のうち
の多胡碑と金井沢碑の現地見学もしました。

長野県の遺跡発掘
2017
3/18（土）～ 6/25（日）

考古学講座
第4回12/17（土）13時30分～
「近世城下町のくらし
� ～発掘された陶磁器から～」
� （中野亮一）

やさしい信濃の歴史講座�in松本
会場：松本市立博物館
12/3（土）13時30分～
「長野県内の近世城郭にみる
� 城石垣の変遷」（白沢勝彦）
「景観が語る地域の文化や歴史」
� （遠藤公洋）
2/25（土）13時30分～
「信越国境をたどる
―塩の道と姫川流域の歴史―」
� （福島正樹）

やさしい信濃の歴史講座
「山と信州のあゆみ」

①�12/10（土）13時30分～
「信州の山の信仰」� (笹本正治館長)
②�12/24（土）13時30分～
「菅江真澄・ウェストン・シュタイニッ
ツアーが見た信州
－紀行文から信州の生活誌を探る－」
� (小野和英)
「SHIGA・KOGENの誕生
－山稼ぎの地から国際的リゾート地へ－」
� （畔上不二男）
③�1/7（土）13時30分～
「黒曜石鉱山からクリ林の里山まで
－高低差800ｍを
� 使い分ける縄文人－」（寺内隆夫）
「北アルプス山中の近世集落
� －常念岳山腹烏川谷を例に－」
(百瀬新治　安曇野市豊科郷土博物館館長)
④�1/21（土）13時30分～
「学校登山のはじまり
－長野県師範学校・
� 長野高等女学校－」(市川　厚)
「学校林が果たした役割の変遷
� －更級・埴科地方を中心に－」
� (溝口俊一)
⑤�2/4（土）13時30分～
「描かれた「日本アルプス」
� －江戸から明治へ－」(林　誠)
「山をめぐる信仰とその造形について」
(織田顕行�飯田市美術博物館学芸員)
⑥�2/18（土）13時30分～
「活火山・浅間山と信仰」�(山田直志)
「九頭竜神のいわれと
� 戸隠信仰の始まり」(渡邉　玄)
⑦�3/11（土）13時30分～
「続・東の牛伏寺・西の若沢寺
� －山寺の信仰史－」(原　明芳)

行事アルバム
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講座・イベント12月

■平成28年度（2016 〜 2017）

　12月〜 3月の行事予定

INFＯRMAＴIＯＮ
インフォメーション

休館日
  1〜  3
10・16
23・30

休館日
  6・13
20・27
28　 　

休館日
  1 〜 6
13・21
27　 　

休館日
  5・12
19 　　
26〜31

1月

2月

3月

遺跡探訪会 10月15日

木曽の伝統芸能に触れる 11月3日信濃国の城と城下町
－発掘調査が謎を解く－
� 12/17（土）～ 2/26（日）

■講演会
12/23（金・祝）13時30分～
「戦国期における
� 信濃国の城と城下町」
講師　笹本正治（当館館長）

■講座
第1回　1/14（土）13時30分～
「甲府城跡の発掘調査と
� 金箔瓦について」
講師　小林健二�氏
　　　（山梨県立考古博物館）
「上田城跡の発掘調査について」
講師　和根崎�剛�氏
　　　（上田市教育委員会）

第2回　1/28（土）13時30分～
「松本城跡・城下町跡の
� 発掘調査について」
講師　竹内靖長�氏
　　　（松本市美術館）
「松代城下町跡の
� 発掘調査について」
講師　田中暁穂�氏
　　　（長野市埋蔵文化財
　　　�センター）

第3回　2/11（土・祝）
　　　��13時30分～
「土岐市国史跡元屋敷陶器窯跡
と美濃桃山陶について」
講師　春日美海�氏
　　　（土岐市美濃陶磁歴史館）
「飯田城下町遺跡の
� 発掘調査について」
講師　馬場保之�氏
　　　（飯田市教育委員会）

＊講座終了後は発表者による
展示解説が予定されています。

冬 季 展

平成29年巡回展


